
ア
メ
リ
カ
に
拾
け
る
割
賦
販
売
の

　
　
　
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎

桑
　
原

幹
　
夫

　
近
年
、
ア
メ
リ
ヵ
で
は
会
計
理
論
が
あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
た
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
発
展
は
割
賦
販
売
会
計

に
お
け
る
収
益
の
認
識
理
論
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
収
益
の
認
識
理
論
の
発
展
を
、
つ
ぎ
に
示
す
ア
メ
リ
ヵ
会
計
学
会
の
公
表
す
る
一
連
の
報

告
書
を
公
表
順
に
検
討
し
た
場
合
、
明
確
に
こ
の
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
一
九
三
六
年
公
表
の
「
会
杜
報
告
諸
表
会
計
原
則
試
案
」
　
（
幸
↓
昌
葦
茅
。
・
雪
§
ｏ
巨
◎
｛
碧
８
旨
昏
。
・
旦
９
亘
易
昌
註
Ｈ
亘
長

８
壱
◎
童
¢
ま
彗
ｏ
邑
乙
り
§
ｏ
昌
彗
邑
で
は
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
方
法
に
つ
い
で
は
特
に
ふ
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
　
一
九
四
一
年

公
表
の
「
会
杜
財
務
諸
表
会
計
原
則
」
（
ぎ
８
昌
葦
。
・
肩
ぎ
芭
¢
。
。
昌
｛
邑
首
長
８
昌
◎
Ｓ
試
｛
■
竃
ま
７
葦
彗
昌
邑
で
は
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
　
「
製
品
の
販
売
価
格
の
回
収
に
相
当
の
期
問
を
要
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
各
種
の
情
勢
か
ら
債
椎
全
額
の
回
収
が
著
し
く
不
確

　
　
　
ア
メ
リ
ヵ
に
お
げ
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
二
三
二
　
（
六
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
六
九
六
）

　
実
と
な
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
販
売
乃
至
引
渡
し
の
時
以
後
に
相
当
の
原
価
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
供
与
さ
れ
た
製
品
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
て
受
領
し
た
現
金
額
を
固
く
守
っ
て
そ
の
限
り
で
収
益
を
測
定
す
る
の
を
正
当
と
み
な
し
て
よ
い
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
割
賦
販
売
に
お
け
る
収
益
の
認
識
方
法
と
し
て
割
賦
基
準
の
適
用
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
判
る
が
こ
の
よ

う
な
見
解
は
消
極
的
な
か
た
ち
で
は
あ
る
が
そ
の
ま
ま
、
一
九
四
八
年
改
訂
版
の
「
会
杜
財
務
諾
表
概
念
お
よ
び
諸
基
準
」
　
（
幸
。
．

８
旨
－
畠
８
冒
岩
訂
彗
｛
。
・
け
彗
｛
彗
穿
書
註
ｈ
｛
長
８
ｈ
ｏ
◎
§
試
穿
竃
９
～
；
雪
ｏ
冒
¢
■
貢
Ｈ
違
。
◎
言
く
邑
昌
）
に
次
の
よ
う
に
う
け
つ
が
れ

て
い
る
。

　
　
「
収
益
の
認
識
に
関
す
る
通
常
の
標
識
は
、
代
金
の
回
収
期
間
が
長
期
に
亙
る
場
合
、
あ
る
い
は
販
売
の
期
目
以
後
に
相
当
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

○　
の
関
連
費
用
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
。

　
し
か
し
・
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
一
九
五
〇
年
公
表
の
サ
プ
レ
メ
ソ
タ
リ
イ
・
ス
テ
イ
ト
メ
ソ
ト
、
第
一
号
「
リ
ザ
ー
ヴ
と
留
保

利
益
」
（
■
霧
胃
く
霧
竃
｛
『
¢
邑
目
＆
－
■
８
昌
。
二
葛
旦
¢
昌
彗
３
昌
。
つ
↓
～
ａ
昌
ｏ
暮
２
９
ご
に
お
い
て
、
若
干
の
条
件
が
付
せ
ら
れ
て
は
い
る

が
割
賦
基
準
に
た
い
し
て
、
は
じ
め
て
否
定
的
な
見
解
に
転
化
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
「
…
…
繰
延
べ
収
益
臥
部
に
よ
く
含
め
ら
れ
て
い
る
項
目
で
割
賦
販
売
の
際
の
未
実
現
総
利
益
の
様
な
も
の
は
負
債
で
は
な
い
。

　
そ
の
企
業
の
義
務
が
履
行
さ
れ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
費
用
が
充
分
客
観
的
に
測
定
さ
れ
得
る
場
合
に
は
、
収
益
は
、
所
得
税
計
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
上
は
繰
延
べ
が
許
さ
れ
る
と
し
て
も
、
公
表
す
る
財
務
諸
表
に
お
い
て
は
繰
延
べ
て
は
な
ら
な
い
」
と
云
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
割
賦
基
準
に
対
す
る
否
定
的
な
見
解
は
、
そ
の
後
、
漸
次
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
　
一
九
五
二
年
公
表
の
サ
プ
レ
メ

ソ
タ
リ
ー
・
．
ス
テ
イ
ト
メ
ソ
ト
、
第
四
号
「
会
計
原
則
と
課
税
対
象
た
る
利
益
」
（
ぎ
８
旨
饒
、
。
・
り
、
一
一
。
芭
。
乙
。
、
、
ｑ
け
、
一
、
巨
、
一
、
、
旨
、
一

竃
萱
馨
葛
乙
・
蕃
§
■
；
一
．
む
に
き
て
は
一
割
賦
販
売
に
春
る
収
益
の
認
識
方
蒼
つ
い
て
税
法
の
影
響
を
指
摘
し
な



が
ら
・
一
九
五
〇
年
の
第
一
号
の
見
解
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
よ
り
明
確
な
も
の
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
「
税
法
は
課
税
対
象
た
る
利
婁
測
定
す
る
際
の
立
法
上
の
譲
崇
、
あ
る
程
度
ま
で
、
原
則
に
青
る
正
当
性
の
裏
付
け
な

　
し
に
・
会
計
実
践
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
不
当
に
ま
た
非
作
為
的
に
会
杜
会
計
の
発
展
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
と
言
勝
ち
で
あ
一
た
。
こ
の
こ
と
の
一
例
は
、
対
価
が
相
当
期
問
に
差
が
つ
て
収
納
さ
れ
る
場
合
に
、
所
得
を
割
賦

的
な
条
件
に
基
づ
い
て
報
告
す
る
場
合
で
雲
。
既
に
完
了
し
た
取
引
の
場
合
に
、
そ
の
代
金
の
回
収
の
如
何
が
時
問
の
経
過
の

間
題
と
言
・
ま
た
実
現
の
可
能
性
が
正
当
に
評
価
測
定
さ
れ
て
い
る
際
に
は
、
財
務
諸
表
に
対
し
て
割
賦
的
方
法
を
用
い
る
会

　
計
上
の
理
由
と
し
て
健
全
な
も
の
は
見
出
し
得
な
い
。
当
委
員
会
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
（
こ
の
構
成
員
は
、
デ
イ
ク
ス
ソ
、
グ
レ
イ
ハ

ム
・
一
ス
ラ
ー
・
ヒ
ル
・
一
ク
マ
レ
く
ム
ー
一
ツ
ツ
、
ス
タ
ソ
ス
で
膏
、
彼
等
の
少
く
と
も
三
分
の
二
以
上
の
も
の
の
、
思
愛
る
判
断
の
表
明

　
で
あ
｛
１
桑
原
）
こ
の
よ
う
な
所
得
は
た
と
え
税
務
上
は
繰
り
延
べ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
既
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
財
務
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
表
に
於
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
註
で
は
、
従
来
の
支
配
的
な
見
解
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。

　
　
「
多
く
の
会
計
士
・
当
委
員
会
の
構
成
員
の
あ
る
も
の
を
含
め
て
、
は
、
収
益
、
費
用
を
完
全
に
対
応
せ
し
め
る
諾
方
法
が
、

　
一
貫
し
た
継
続
性
を
も
っ
て
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
認
識
が
代
金
回
収
後
ま
で
繰
り
延
べ
ら
れ
て
も
、
発
生
主
義
の
原
則
を
犯
す

　
こ
と
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
・
し
か
し
乍
ら
も
し
代
金
の
同
収
が
適
切
に
保
証
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
当
委
員
会
の
意
見
と
し
て

は
・
認
識
誓
の
き
に
誓
芸
こ
と
が
最
善
の
実
務
と
は
云
え
き
。
こ
の
上
、
こ
の
よ
う
な
方
崇
用
い
完
て
い
る
場

合
に
は
・
そ
の
明
雲
表
示
が
通
常
不
充
分
で
雲
。
何
芝
せ
よ
、
一
穫
適
用
さ
れ
て
い
る
考
斉
謂
割
賦
堅
冗
的
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
は
、
収
益
、
費
用
の
適
切
な
対
応
を
保
証
し
な
い
の
で
あ
る
」
。

　
　
　
　
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
割
賦
飯
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
（
六
九
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
七
巻
．
第
五
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六
一
六
九
八
一

　
割
賦
基
準
に
対
す
る
批
判
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
や
は
り
、
条
件
付
で
批
判
さ
れ
て
い
る
の
は
前
述
の
通
り

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
条
件
が
以
前
よ
り
緩
和
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
・

　
さ
ら
に
、
一
九
五
七
年
改
訂
版
の
「
会
杜
財
務
諸
表
に
関
す
る
会
計
お
よ
び
報
告
基
準
」
（
き
８
旨
ま
竃
邑
昌
君
ま
長
。
。
↓
｝
邑
彗
穿

｛
。
、
、
、
り
。
、
、
一
、
饒
、
、
、
。
一
”
－
。
。
け
、
け
、
冒
、
、
け
。
。
・
岩
害
、
睾
邑
旨
）
で
は
、
い
か
な
る
条
件
を
も
付
す
る
こ
と
な
し
に
、
割
賦
基
準
の
適
用
を
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

当
と
み
な
し
、
阪
売
基
準
の
適
用
の
み
を
妥
当
と
す
る
見
解
に
か
わ
っ
て
い
る
・

　
　
　
「
も
し
も
、
有
形
の
製
品
が
企
業
に
よ
っ
て
、
そ
の
顧
客
に
提
供
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
収
益
は
通
常
、
販
売
の
と
き
に
認
識

　
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
回
収
期
問
が
長
か
つ
た
り
、
販
売
後
そ
の
企
業
に
よ
る
か
な
り
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
・
測
定

　
に
つ
い
て
、
間
題
が
生
じ
う
る
が
、
そ
れ
は
、
販
売
基
準
に
も
と
づ
い
て
収
益
を
認
識
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す

　
　
　
　
　
（
８
）

　
も
の
で
な
い
」
。

　
以
上
に
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
ヵ
会
計
学
会
臥
報
告
書
で
は
、
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
方
法
に
お
い
て
割
賦
基
準
よ
り

販
売
基
準
へ
と
い
う
漸
次
的
な
理
論
の
発
展
が
み
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
同
時
に
・
さ
ら
に
・
前
述
に
よ
っ

て
も
明
ら
か
な
如
く
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
応
、
一
九
五
〇
年
の
サ
プ
レ
メ
ソ
タ
リ
イ
・
ス
テ
イ
ト
メ
ゾ
ト
箪
一
号
を
も
っ
て
・
こ
の

よ
う
な
理
論
の
発
展
上
に
お
け
る
一
つ
の
転
換
点
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
本
稿
で
は
、
特
に
、
一
九
五
〇
年
の
か
か
る
理
論
の
転
換
点
を
中
心
と
し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
会
計
学
会
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
収
益

認
識
理
論
の
発
展
が
、
現
実
に
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
会
計
実
務
と
の
関
連
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

す
る
の
が
直
接
的
な
課
題
で
あ
る
。

一
－
一
キ
苧
苧
、
幸
。
、
、
饒
、
帽
”
邑
、
・
言
島
－
。
茎
雲
三
員
・
暑
婁
二
§
・
邑
乙
－
§
・
豪
鼻
竃
３
嚢
婁
竃
嚢
。
豪
募

」



　
胆
巳
。
。
葛
旦
ｏ
昌
昌
亘
〇
一
評
一
（
中
島
氏
訳
四
七
頁
）

（
２
）
　
ア
メ
リ
カ
で
は
割
賦
基
準
（
巨
乙
り
訂
－
昌
¢
巨
罫
乙
・
オ
）

　
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

の
か
わ
り
に
１
回
収
基
準
（
８
－
９
弐
９
げ
碧
げ
）
な
い
し
は
、
現
金
主
義
（
Ｏ
器
｝
げ
鍔
げ
）

（
３
）
　
キ
声
キ
ニ
げ
巨
Ｐ
旨
一
（
中
島
氏
訳
六
一
頁
）

（
４
）
　
キ
キ
キ
ニ
亀
Ｐ
Ｐ
旨
一
（
中
島
氏
訳
七
八
頁
）

（
５
）
　
キ
戸
キ
ニ
げ
巨
〇
一
。
◎
。
。
・
（
中
島
氏
訳
九
七
頁
）

（
６
）
　
歩
一
キ
キ
ニ
げ
巨
Ｐ
・
。
・
◎
一
（
中
島
氏
訳
九
八
頁
）

（
７
）
　
ア
メ
リ
カ
で
は
販
売
基
準
の
か
わ
り
に
発
生
主
義
（
弩
２
§
一
げ
婁
８
）
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
お
る
。

（
８
）
声
幸
・
キ
ニ
げ
昌
Ｐ
岬
・
（
丹
波
・
染
谷
氏
共
訳
）

（
９
）
　
Ａ
・
Ａ
・
Ａ
・
の
割
賦
基
準
よ
り
販
売
基
準
へ
の
理
論
の
発
展
に
た
い
し
て
は
、
中
島
省
吾
氏
の
見
解
は
っ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
…
…
す
で
に
サ
プ
リ
メ
ソ
タ
リ
ィ
・
ス
テ
イ
ト
メ
ソ
ト
第
一
号
に
お
い
て
も
、
割
賦
販
売
に
お
い
て
代
金
未
決
の
分
に
っ
ぎ
、
割
賦
販
売
未
実

現
総
利
益
に
対
す
る
引
当
を
否
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
予
想
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
…
…
（
一
九
五
七
年
改
訂
版
に
お
げ
る
ー
桑
原
）
回
収

基
準
の
否
定
は
…
…
商
業
上
の
契
約
の
強
制
力
、
銀
行
制
度
の
安
定
性
た
ど
、
杜
会
経
済
的
な
条
件
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
そ
の
当
否
が
論
ぜ
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
米
国
に
－
お
け
る
割
賦
支
払
制
度
の
安
定
性
お
よ
び
割
賦
債
権
を
抵
当
と
す
る
金
融
制
度
の
発
展
た
ど
が
、
こ
の
よ
う
な
回

収
基
準
の
否
定
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
」
。
中
島
省
吾
稿
「
Ａ
Ａ
Ａ
会
計
原
則
一
九
五
七
年
改
訂
版
の
利
益
算
定
基
準
」
産
業

経
理
、
第
十
八
巻
第
一
号
六
七
頁
。

；

前
述
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
ヵ
会
計
学
会
の
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
に
つ
い
て
は
割
賦
基
準
よ
り
販
売
基
準
へ
と
い
う
会
計
理

　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
－
お
け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
六
九
九
）



，

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
　
（
七
〇
〇
）

論
の
漸
次
的
な
発
展
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
会
計
理
論
の
発
展
は
、
同
時
に
何
ら
か
の
意
味
に
お

い
て
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
の
発
展
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

れ
が
会
計
理
論
の
発
展
を
意
義
づ
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
会
計
実
務
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
割
賦
基
準
が
会
計
実
務
の
上
で
割
賦
販
売
の
収
益
の
認
識
方
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
に

つ
い
て
は
種
六
論
普
ら
れ
て
い
る
が
、
以
下
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
九
五
二
年
に
ア
メ
リ
ヵ
会
計
学
会
、
会
杜
財
務
諾
表
概
念
お
よ
び
諸
基
準
に
関
す
る
委
員
会
は
サ
プ
リ
メ
ソ
タ
リ
ィ
ー
・
ス
テ

イ
ト
メ
ソ
ト
策
四
号
「
会
計
原
則
と
課
税
対
象
た
る
利
益
」
に
お
い
て
割
賦
基
準
が
実
務
に
採
用
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、

前
述
の
よ
う
に
税
法
の
課
税
対
象
と
な
る
利
益
を
測
定
す
る
際
の
立
法
上
の
譲
歩
が
、
会
計
実
践
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
た
め
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
の
影
響
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
委
員
会
に
よ
る

と
次
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
米
国
合
衆
国
の
税
法
に
よ
っ
て
、
国
会
は
会
杜
の
純
益
に
課
税
し
て

（
２
）

い
る
」
が
「
こ
れ
ら
の
法
律
の
実
施
、
お
よ
び
行
政
処
理
に
於
て
、
通
達
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
税
務
法
廷
の
判
例
の
結
果
と
し
て
、

一
般
に
認
め
ら
れ
た
会
計
原
則
の
も
と
で
、
財
務
諸
表
作
製
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
純
益
の
決
定
法
か
ら
背
離
す
る
よ
う
な
、
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

税
対
象
た
る
利
益
の
決
定
法
が
発
展
し
て
来
た
」
こ
と
、
墾
言
す
れ
ば
、
　
「
税
務
行
政
当
局
、
あ
る
い
は
、
税
務
法
廷
が
行
う
税
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

法
規
の
法
的
解
釈
が
、
会
計
上
の
発
生
主
義
原
則
に
反
し
て
、
現
金
収
支
の
流
れ
の
考
慮
に
大
い
に
左
右
さ
れ
が
ち
な
こ
と
」
。
そ

し
て
こ
れ
に
対
し
て
「
企
業
が
主
と
し
て
、
便
宜
的
な
理
由
か
ら
、
そ
の
会
計
実
践
を
、
所
得
税
法
規
の
影
響
に
よ
っ
て
左
右
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

れ
る
に
委
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
テ
イ
ラ
ー
、
ミ
イ
ラ
ー
は
、
一
九
三
八
年
発
行
の
そ
の
著
書
で
、
割
賦
基
準
が
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
で
利
用
さ
れ
て
い
る
理
由

＾



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
観
点
よ
り
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
そ
の
一
つ
は
・
企
業
の
財
務
上
の
間
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
の
サ
リ
ヤ
ー
ス
の
著
書
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
・
彼
等
は
そ
の
一
例
と
し
て
現
金
予
算
の
作
成
を
あ
げ
、
割
賦
基
準
が
＞
、
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
彼
等
の
淳
て
い
る
こ
と
は
、
「
利
益
は
代
金
の
回
収
に
よ
つ
て
実
現
し
そ
れ
に
よ
つ
て
、
は
じ
め
て
、
出
資
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

分
配
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
事
実
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
奮
き
一
、
そ
し
て
「
も
し
も
、
こ
の
事
実
を
看
過
す
る
と
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

金
は
す
ぐ
に
枯
渇
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
議
論
に
対
し
て
は
、
収
益
の
認
識
の
問
題
と
金
繰
り
の
間
題
を
混
同
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
「
現
金
基
準
（
－
割
賦
基
準
－

桑
原
）
に
よ
れ
ば
株
主
に
配
当
す
べ
さ
利
益
が
現
金
の
状
態
で
保
有
で
き
る
利
便
が
あ
る
と
考
え
る
ご
と
き
は
、
単
な
る
誤
解
に
す

ぎ
な
（
～
～
」
と
い
う
反
論
も
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
議
論
は
形
式
的
、
抽
象
的
な
会
計
埋
論
と
し
て
は
成
立
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
こ
と
篭
っ
て
直
芝
・
彼
等
の
云
う
よ
・
つ
に
現
金
予
算
の
作
成
等
、
実
際
間
題
と
し
て
割
賦
基
準
が
会
計
実
務
と
く
に
経
営

財
務
上
に
お
い
て
充
分
利
用
し
う
る
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
あ
げ
て
い
る
の
は
所
得
税
の
影
響
で
あ
る
。
彼
等
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
云
つ
て
い
る
。

　
　
　
「
所
得
税
も
ま
た
・
割
賦
販
売
の
適
正
な
会
計
に
刺
戟
を
与
え
て
き
た
。
割
賦
販
売
契
約
に
も
と
づ
き
代
金
が
回
収
さ
れ
る
に

し
た
が
一
て
税
目
的
と
し
て
の
利
益
を
申
告
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
税
法
の
規
定
は
、
納
薯
が
こ
れ
ら
の
販
売
蓋
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

に
記
録
す
る
隻
た
っ
て
、
税
法
を
充
分
有
利
に
利
用
し
う
る
方
法
で
も
つ
て
記
録
す
る
よ
う
促
進
一
。
目
、
一
、
、
帽
、
一
し
て
い
る
一

　
ま
た
・
サ
リ
ャ
ー
ス
も
・
一
九
四
七
年
発
行
の
著
書
に
於
い
て
、
「
所
得
税
の
計
算
は
、
利
益
の
決
定
と
、
そ
の
よ
う
な
利
益
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

適
正
茎
計
年
度
に
配
分
す
る
こ
と
に
関
し
、
割
賦
販
売
の
注
意
深
い
考
慮
を
必
要
と
す
る
一
と
述
べ
、
割
賦
販
売
に
春
る
収

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
（
七
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
（
七
〇
二
）

益
の
認
識
方
法
に
関
し
て
は
、
実
務
で
は
、
所
得
税
法
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
同
様
な
見
解
は
、
他
の
会
計
学

者
に
よ
っ
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ム
ー
ニ
ツ
ツ
・
ス
テ
エ
リ
ソ
グ
は
、
一
九
五
二
年
発
行
の
著
書
で
、
　
「
割
賦
基
準
が
ひ
ろ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
他
の
理
由
の
う
ち
で
も
と
く
に
所
得
税
目
的
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
云
っ
て
お
り

そ
の
理
由
と
し
て
、
　
「
納
税
者
に
と
っ
て
の
有
利
性
は
、
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
現
金
を
顧
客
よ
り
回
収
し
た
の
ち
に
税
金
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

払
う
と
い
う
事
実
に
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
云
っ
て
い
る
。
ペ
イ
ト
ソ
も
、
一
九
五
五
年
発
行
の
著
書
で
、
「
所
得
税
の
支

払
が
繰
延
べ
ら
れ
る
と
い
う
可
能
性
が
疑
も
な
く
回
収
基
準
に
よ
る
報
告
の
採
用
に
対
す
る
も
っ
と
も
有
力
な
理
由
で
払
洲
）
」
と

い
っ
て
い
る
。
以
上
の
事
柄
に
関
し
て
、
ラ
ツ
フ
エ
ル
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
実
を
も
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

　
　
「
全
国
の
業
者
が
、
割
賦
基
準
を
広
範
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
課
税
の
軽
減
、
ま
た
は
減
税
の
手
段
と
し
て
の
割
賦
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

の
機
能
に
つ
い
て
、
充
分
説
得
力
の
あ
る
証
明
を
な
す
も
の
で
あ
る
」
。

　
フ
エ
ジ
ル
ド
．
ツ
ユ
リ
ツ
ト
も
一
九
四
六
年
発
行
の
彼
等
の
著
書
で
、
税
法
の
影
響
を
率
直
に
認
め
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
云
っ

て
い
る
。

　
「
も
し
も
、
利
益
が
、
販
売
の
年
度
に
全
部
計
上
さ
れ
る
場
合
に
は
、
…
…
連
邦
所
得
税
は
、
利
益
を
報
告
し
た
年
度
に
相
当

額
の
未
実
現
利
益
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
納
税
者
に
所
得
税
目
的
と
し
て
、
そ
の
利
益
の
繰
延
を
許
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

る
所
得
税
法
の
規
定
は
、
割
賦
販
売
会
計
の
技
術
の
発
展
に
大
い
に
影
響
し
て
き
た
」
。

ま
た
、
ハ
イ
ル
マ
ソ
は
、
割
賦
基
準
を
も
っ
て
、
所
得
税
の
抜
け
道
で
あ
る
と
指
摘
し
て
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。

　
「
若
干
の
テ
キ
ス
ト
は
、
割
賦
基
準
の
矛
盾
を
明
確
に
指
摘
し
、
そ
れ
が
現
実
に
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
抜
け
道

（
巨
、
昌
、
↓
、
肉
－
、
冨
。
－
、
）
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
率
直
に
認
め
て
い
る
の
が
実
情
で
は
な
か
ろ
う
か
？
　
と
い
っ
て
お
り
、
実
際
、



　
経
験
に
よ
れ
ば
、
大
抵
の
種
類
の
商
品
に
於
い
て
は
、
割
賦
販
売
制
の
も
と
で
の
信
用
に
よ
る
損
失
は
、
あ
ま
り
大
き
い
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

　
わ
け
で
は
な
く
手
数
料
お
よ
び
金
融
費
は
大
低
の
場
合
損
失
お
よ
び
費
用
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
。

　
さ
ら
に
、
ウ
ィ
ト
ナ
ー
は
、
こ
の
事
実
を
そ
の
ま
ま
肯
定
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
割
賦
基
準
を
も
っ
て
、
何
か
こ
じ
つ
け
て
利

益
を
繰
延
べ
る
も
の
で
あ
る
と
ま
で
云
っ
て
い
る
。

　
　
「
割
賦
販
売
に
よ
る
収
益
を
繰
延
べ
る
方
法
は
ひ
ろ
く
使
用
さ
れ
、
連
邦
税
当
局
に
よ
っ
て
是
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

　
ら
、
こ
の
方
法
は
、
何
か
、
こ
じ
つ
け
て
利
益
を
繰
延
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
…
…
」
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
に
お
い
て
は
、
所
得
税
法
の
影
響
が
非
常
に
大
き
く
、
な

か
で
も
割
賦
基
準
は
、
資
金
繰
り
間
題
解
決
の
手
段
な
い
し
は
、
納
税
額
の
軽
減
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
（
１
）
　
わ
れ
わ
れ
が
、
と
く
に
会
計
理
論
を
会
計
実
務
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
す
る
の
は
っ
ぎ
の
理
由
に
ょ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
「
会
計
理
論
と
会
計
実
務
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
と
も
独
自
に
存
在
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
か
ら
で
あ
る
。

　
　
＊
　
牢
ｏ
・
巨
彗
卑
◎
巳
ｏ
ｏ
Ｒ
暮
巨
お
◎
｛
き
８
■
臣
巨
ｏ
ｑ
葦
¢
９
ざ
宕
轟
．
り
・
Ｈ
（
大
塚
氏
訳
三
頁
）

　
な
お
、
会
計
理
論
の
発
展
が
、
会
計
実
務
の
発
展
と
不
可
分
の
関
係
が
あ
る
こ
と
に
っ
い
て
は
っ
ぎ
の
著
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｏ
・
幸
・
竃
◎
く
¢
Ｈ
印
肉
．
穴
．
竃
｝
■
け
Ｎ
“
｝
岸
目
ｏ
饒
◎
■
｝
一
四
〇
〇
◎
■
冒
饒
目
ｏ
ｑ
（
Ｈ
■
↓
ｏ
コ
Ｂ
．
¢
饒
－
四
叶
¢
）
心
目
Ｐ
¢
｛
．
－
Ｏ
Ｏ
．
Ｈ
べ
～
－
ｏ
◎
．

（
２
）
～
（
５
）
　
苧
戸
牢
二
げ
崖
暑
一
ｃ
．
Ｈ
～
ｏ
◎
卜
　
（
中
島
氏
訳
）

（
６
）
　
－
甲
弓
～
芭
冥
師
自
一
〇
一
睾
－
－
睾
一
Ｈ
艮
胃
昌
¢
艮
牡
¢
８
ｏ
◎
目
鼻
巨
胴
Ｎ
■
｛
ｏ
｛
一
－
Ｈ
８
ｏ
◎
．
ｏ
Ｐ
旨
ｏ
◎
～
り
一

（
７
）
軍
キ
ｃ
ｏ
き
ｏ
易
一
冒
◎
ま
旨
ｂ
Ｓ
ま
Ｓ
；
８
９
ま
長
二
｛
く
彗
８
９
宕
ミ
．
君
．
・
。
・
。
ｏ
～
。
。
・
。
べ
．

（
８
）
　
－
申
弓
四
芭
９
俸
｝
一
〇
一
竃
目
庁
ｈ
“
亭
竃
－
Ｐ
Ｎ
蜆
◎
◎
．

　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
　
（
七
〇
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
　
（
七
〇
四
）

（
９
）
　
黒
沢
清
著
「
近
代
会
計
学
」
一
九
五
一
年
、
三
五
四
頁
。

（
ｍ
一
）
　
－
．
団
．
↓
｝
｝
一
◎
ｈ
俸
目
．
Ｏ
．
冒
箏
一
¢
Ｈ
”
巳
Ｕ
－
｛
Ｏ
．
心
閉
り
．

（
ｕ
）
　
向
一
幸
一
の
竺
げ
易
一
亭
巨
甲
ｃ
ｏ
ｏ
◎
べ
一

（
ｕ
）
（
Ｂ
）
　
冒
．
冒
◎
◎
■
岸
Ｎ
師
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｏ
ｏ
け
～
ｏ
｝
－
目
ｏ
ｑ
“
幸
ｏ
ｏ
◎
■
■
饒
■
ｏ
ｑ
１
”
■
四
目
～
－
｝
己
ｏ
オ
◎
｛
岸
ｏ
ｏ
り
Ｈ
◎
げ
一
¢
昌
ｏ
ｏ
－
－
ｏ
ｍ
ド
ｏ
．
Ｎ
０
ｏ
〇
一

（
ｕ
）
　
事
．
声
．
勺
四
け
◎
目
印
事
．
幸
．
勺
～
け
◎
目
－
ｈ
．
”
Ｏ
◎
弓
Ｏ
◎
『
四
饒
◎
■
凹
ｏ
ｏ
◎
■
目
け
ｏ
ｏ
～
■
｛
ｏ
〇
一
”
一
¢
昌
１
¢
■
ボ
Ｈ
ｏ
岬
９
０
．
心
ｏ
◎
ｏ
ｏ
・

（
１
５
）
甲
甲
内
亀
罫
¢
ｉ
弓
翼
き
ｏ
；
■
饒
長
冒
ｏ
亭
◎
茅
｛
９
｛
易
試
一
－
冒
９
け
｛
塁
一
〇
景
巨
■
彗
亭
◎
◎
庁
◎
｛
一
翼
碧
８
旨
饒
長
昌
¢
艘
◎
早

　
＆
岸
＆
げ
｝
－
一
穴
一
■
易
ｏ
つ
¢
■
Ｈ
０
仰
一
ｐ
ｏ
．
８
一

（
１
６
）
向
一
Ｈ
一
３
¢
巨
俸
■
一
オ
一
〇
〇
亭
ミ
葦
一
ト
｛
く
竃
ｏ
＆
き
ｏ
◎
■
鼻
巨
四
Ｈ
違
９
君
一
ト
～
閉
一

（
１
７
）
軍
キ
｝
邑
昌
竃
一
雰
寿
；
ま
¢
事
亀
肩
巨
ｏ
号
－
霧
◎
｛
き
８
■
卑
巨
甲
註
奏
冒
＆
し
亭
¢
｛
一
尋
葦
↓
彗
耳
甲
キ
艮
昌
睾
俸
甲
貝

　
旨
旨
胃
一
幸
８
昌
鼻
巨
０
ｑ
冨
く
－
¢
き
守
目
一
一
岩
轟
一

（
１
８
）
　
甲
ｃ
〇
一
事
ま
篶
二
向
巻
；
饒
く
¢
、
ｏ
・
署
巨
ｏ
８
き
ｏ
９
■
饒
長
一
Ｈ
０
仰
◎
。
一
Ｐ
Ｈ
彗
．

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
わ
れ
わ
れ
は
前
述
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
は
所
得
税
法
に
影
響
さ
れ
て
展
開
さ
れ
て
来
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
所
得
税
法
の
諸
規
定
の
う
ち
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
上
と
く

に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
会
計
学
者
の
指
摘
す
る
内

容
を
示
せ
ば
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
サ
リ
ヤ
ー
ス
は
、
一
九
四
七
年
そ
の
著
書
で
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
上
と
く
に
重
要
な
規
定
と
し
て
、

’



　
　
「
商
人
は
割
賦
販
売
に
よ
る
利
益
全
部
を
販
売
が
行
わ
れ
た
年
度
に
報
告
す
る
か
、
ま
た
は
割
賦
販
売
の
代
金
の
回
収
に
比
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
し
て
利
益
を
報
告
す
る
か
、
い
づ
れ
か
を
選
択
し
て
も
よ
い
」
と
云
う
規
定
（
旧
内
国
歳
入
法
、
第
四
十
四
条
）
を
あ
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
カ
ー
ル
ソ
ソ
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
、
プ
リ
ケ
ヅ
ト
も
、
一
九
五
三
年
発
行
の
著
書
で
、

　
　
「
連
邦
所
得
税
法
は
、
割
賦
販
売
に
よ
る
利
益
は
販
売
が
行
わ
れ
た
会
計
年
度
で
は
、
勘
定
面
で
は
普
通
の
販
売
に
よ
る
利
益

　
と
同
じ
方
法
で
報
告
し
う
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
則
は
ま
た
、
も
し
望
む
な
ら
ば
、
回
収
代
金
を
実
際
に
受
取
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
た
分
に
つ
い
て
割
賦
販
売
の
利
益
部
分
だ
け
一
会
計
年
度
の
利
益
と
し
て
報
告
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
」
と
云
っ

て
い
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
明
ら
か
な
よ
う
に
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
で
は
、
割
賦
基
準
と
販
売
基
準
の
選
択
を
認
め
て
い
る
税
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
　
　
　
　
　
（
５
）

規
定
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ス
、
マ
ィ
ヤ
ー
、
ジ
ャ
ク
ソ
ソ
等
に
よ
っ
て
も

同
様
に
こ
の
規
定
の
実
務
上
に
お
け
る
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ジ
ャ
ク
ソ
ソ
は
、
一
九
五
一
年
発
行
の
著
書
で
、
さ
ら
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
企
業
の
立
場
に
た
ち
な
が
ら
次
の
よ
う
な
間
題
提

起
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
「
割
賦
販
売
契
約
は
し
ば
し
ば
、
二
会
計
年
度
ま
た
は
、
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
の
で
、
商
人
は
割
賦
販
売
に
よ
る
利
益
の
処
理
方

　
法
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
「
間
題
は
、
販
売
が
行
わ
れ
た
年
度
に
利
益
全
部
を
計
上
す
べ
き
か
、
ま
た
は
、
割
賦
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
受
取
っ
た
年
度
に
配
分
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
割
賦
基
準
と
販
売
基
準
の
選
択
と
い
っ
て
も
無
制
限
に
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
制
限
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
　
「
商
人
が
、
そ
の
契
約
書
（
割
賦
証
券
－
桑
原
）
を
割
引
く
場
合
に
は
、
直
ち
に
売
上
代
金

　
　
　
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
一
四
三
　
（
七
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
（
七
〇
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

を
う
け
と
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
選
択
は
認
め
ら
れ
ず
、
販
売
の
行
わ
れ
た
年
度
に
利
益
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
の
制
限
は
、
　
「
所
得
税
目
的
と
し
て
は
、
も
し
も
同
じ
方
法
が
毎
年
継
続
的
に
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

い
づ
れ
の
方
法
に
よ
り
利
益
を
報
告
し
て
も
、
内
国
歳
入
部
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
」
。

と
い
う
継
続
的
適
用
の
間
題
で
あ
る
。
こ
の
間
題
は
お
そ
ら
く
原
則
上
の
間
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
実
際
に
は
、

合
法
ま
た
は
非
合
法
な
種
六
の
カ
ラ
ク
リ
に
よ
か
、
個
六
の
企
業
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
割
賦
基
準
と
販
売
基
準
の
い
づ
れ
が
選
択

さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
選
択
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
取
引
が
擬
装
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
（
８
）

か
ら
で
あ
る
。

（
１
）
　
ア
メ
リ
カ
の
所
得
税
（
法
人
）
は
周
知
の
よ
う
に
内
国
歳
入
法
（
巨
試
旨
邑
内
睾
彗
毒
Ｏ
◎
箒
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

　
て
、
割
賦
基
準
に
よ
る
収
益
認
識
の
方
法
は
、
内
国
歳
入
法
に
お
い
て
も
特
別
な
方
法
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
割
賦
基
準
の
適
用
の
た
め

　
に
は
特
別
な
規
定
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
現
行
の
内
国
歳
入
法
の
規
定
は
、
一
九
五
四
年
一
月
一
目
よ
り
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
規

　
定
は
以
前
の
旧
内
国
歳
入
法
を
整
理
し
た
も
の
で
二
重
課
税
に
若
干
手
を
加
え
た
以
外
（
発
生
主
義
よ
り
割
賦
基
準
へ
の
変
更
の
場
合
）
は
大
体

　
に
お
い
て
旧
法
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
規
定
は
一
九
一
八
年
に
は
じ
ま
り
、
一
九
二
一
年
お
よ
び
一
九
二
二
年
の
諸
規
定
よ
り
ず
っ

　
と
承
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
（
冨
品
昌
一
弓
賢
ぎ
－
¢
ざ
８
昌
¢
一
Ｈ
違
９
ｏ
・
昌
ｏ
。
）
割
賦
基
準
に
と
く
に
関
連
を
も
つ
規
定

　
は
旧
内
国
歳
入
法
で
は
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
四
条
で
お
り
、
新
内
国
歳
入
法
で
は
第
四
四
六
条
、
四
五
一
条
お
よ
び
四
五
三
条
で
あ
る
。

　
　
割
賦
基
準
は
新
旧
法
と
も
に
、
内
国
歳
入
法
に
よ
る
と
、
っ
ぎ
の
全
く
異
っ
た
二
っ
の
場
合
に
利
用
さ
れ
る
。
第
一
の
場
合
は
、
家
具
ま
た
は

　
自
動
車
の
、
こ
と
ぎ
動
産
を
割
賦
制
に
も
と
づ
ぎ
規
則
的
に
販
売
す
る
商
人
の
場
合
で
あ
る
。
商
人
は
売
上
高
に
た
い
す
る
代
金
の
回
収
に
比
例
し

　
て
売
上
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
、
商
人
が
ど
れ
だ
げ
の
頭
金
を
う
け
取
っ
て
も
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
た
と
え
ぱ
、

　
売
上
高
全
部
が
最
初
の
年
度
に
回
収
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
未
回
収
部
分
に
配
分
さ
れ
る
利
益
部
分
は
繰
延
べ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

＾



　
　
割
賦
基
準
が
適
用
さ
れ
る
取
引
の
第
二
の
場
合
は
、
不
動
産
の
売
却
も
し
く
は
動
産
の
偶
発
的
な
売
却
で
あ
る
。
偶
発
的
な
売
却
と
い
う
の
は

　
棚
卸
に
記
入
さ
れ
な
い
財
産
の
売
却
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
動
産
の
売
却
価
格
は
、
一
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
不

　
動
産
に
は
か
か
る
制
限
が
な
い
。
た
だ
し
、
最
初
の
年
度
に
受
取
る
決
済
金
は
売
却
価
格
の
三
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
を
超
え
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
一
〇
万
ド
ル
の
建
物
を
売
却
し
、
最
初
の
年
度
に
、
三
万
ド
ル
以
下
を
受
げ
取
る
場
合
に
は
、
割
賦
基
準
に
よ
る
会
計
を
利
用
す
る

　
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
場
合
、
最
初
の
年
度
で
は
、
そ
の
年
度
中
に
受
取
っ
た
売
却
価
格
の
部
分
に
配
分
さ
れ
る
利
益
部
分
だ
げ
が
報
告
さ
れ

　
る
こ
と
に
な
る
。
納
税
額
を
少
く
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ぱ
、
割
賦
基
準
は
、
利
益
の
繰
延
を
行
う
と
い
う
効
果
を
も
っ
が
・
実
際
に
は
・

　
多
く
の
納
税
者
は
、
自
動
的
に
こ
の
こ
と
が
ら
が
、
割
賦
販
売
の
形
式
に
合
致
す
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
を
工
夫
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

　
る
。
場
合
に
ょ
っ
て
は
、
計
画
的
に
こ
の
規
定
を
利
用
し
う
る
よ
う
に
、
売
上
高
の
三
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
以
下
が
決
済
さ
れ
る
よ
う
に
取
決
め
て
来

　
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
購
入
者
が
残
額
の
支
払
い
を
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
損
失
の
可
能
性
よ
り
も
・
税
の
恩
典
を

　
利
用
す
る
方
が
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
不
動
産
の
売
却
お
よ
び
動
産
の
偶
発
的
な
売
却
は
割
賦
販
売
に
お
い
て
も
特
殊
な
間
題
領
域
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
本
稿
で
は
一
応
省
略
し

　
第
一
の
場
合
の
み
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
２
）
軍
苧
・
り
昌
婁
二
９
｛
．
；
．
。
。
。
。
べ
．

（
３
）
　
勺
・
声
・
ｏ
｝
二
〇
・
◎
貝
｝
・
－
・
句
§
斤
■
睾
俸
声
一
－
一
勺
ユ
ｏ
斤
〇
一
汀
亭
昌
一
。
ｏ
．
ｏ
ｏ
竃
一

（
４
）
苧
事
・
ま
ぎ
霧
印
甲
戸
豪
一
・
・
二
葦
．
ら
．
奏
．

（
５
）
－
｝
二
・
象
竃
二
§
旨
饒
目
竃
ま
・
芭
・
。
・
二
ま
革
Ｈ
り
芦
Ｐ
§
．

（
６
）
曇
ｑ
．
；
．
お
ト

（
７
）
曇
ｑ
．
；
．
お
ト

（
８
）
　
割
賦
販
売
の
収
益
の
認
識
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
新
内
国
歳
入
法
、
第
四
四
六
条
何
で
は
・
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
（
七
〇
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六
　
（
七
〇
八
）

　
「
経
理
方
法
の
変
更
に
関
す
る
要
件
　
　
本
章
の
他
の
規
定
で
明
確
に
規
定
す
る
場
合
を
除
ぎ
規
則
的
に
そ
の
帳
簿
記
帳
に
当
り
、
そ
の
所
得

の
計
算
の
基
準
と
し
て
い
る
経
理
方
法
を
変
更
せ
ん
と
す
る
納
税
義
務
者
は
、
新
方
法
に
基
ぎ
そ
の
課
税
所
得
を
算
定
す
る
以
前
に
、
財
務
長
官

も
し
く
は
そ
の
代
理
官
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
」
。
　
（
加
藤
氏
訳
）

　
一
九
五
一
年
発
行
の
串
四
目
夢
◎
◎
斤
◎
｛
け
翼
碧
ｏ
昌
巨
け
巨
旧
昌
¢
亭
己
９
＆
岸
＆
げ
く
－
内
・
－
毒
。
り
ｏ
グ
ｐ
ｏ
◎
ｏ
２
に
よ
る
と
、
そ
の
当
時
、

っ
ぎ
の
通
り
で
あ
っ
１
た
。

　
「
い
か
な
る
割
賦
販
売
業
者
も
納
税
の
場
合
、
そ
の
最
初
の
申
告
に
は
、
財
務
長
官
の
許
可
を
え
ず
し
て
、
割
賦
基
準
に
ょ
る
会
計
方
法
を
選

択
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
発
生
主
義
に
よ
る
納
税
老
は
財
務
長
官
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
し
に
、
そ
の
方
法
を
割
賦
基
準
に
変
更
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
し
か
し
割
賦
基
準
に
よ
る
納
税
者
は
、
財
務
長
官
の
同
意
を
え
な
く
て
は
発
生
主
義
に
変
更
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
同
意
の
た
め
の
申

込
は
課
税
年
度
の
は
じ
め
よ
り
九
十
目
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

　
割
賦
基
準
よ
り
発
生
主
義
へ
変
更
す
る
も
っ
と
も
簡
単
な
方
法
は
、
旧
内
国
歳
入
法
四
四
条
働
を
利
用
し
て
割
賦
債
権
（
Ｈ
一
乙
。
一
”
－
冒
。
、
け
。
巨
｝
、

電
弐
旨
）
を
・
販
売
な
い
し
は
処
分
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
利
益
全
部
は
直
ち
に
債
権
が
処
分
さ
れ
た
年
度
に
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
放

る
。

　
他
方
、
発
生
主
義
よ
り
割
賦
基
準
へ
変
更
す
る
一
方
法
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
従
属
会
杜
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

か
り
に
・
あ
る
会
杜
が
五
十
万
ド
ル
で
販
売
し
う
る
原
価
二
十
万
ド
ル
の
商
品
が
あ
る
。
こ
の
売
上
利
益
を
五
ケ
年
に
繰
延
べ
よ
う
と
考
え
て
い

る
ガ
、
購
入
老
は
当
期
に
全
額
を
支
払
お
う
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
会
杜
は
割
賦
販
売
に
よ
り
従
属
会
杜
に
。
五
十
万
ド
ル
で
販
売
す
る
。
従
属
会

杜
は
・
そ
の
商
品
を
購
入
者
に
五
十
万
ド
ル
で
売
る
が
、
そ
の
場
合
、
何
ら
の
利
益
も
損
失
も
な
い
。
し
か
し
、
会
杜
は
、
売
上
利
益
を
五
年
間

に
わ
た
っ
て
計
上
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
点
に
っ
い
て
は
、
っ
ぎ
の
著
書
が
詳
し
い
。

　
Ｈ
■
．
雰
長
｝
竃
二
ぎ
ミ
８
。
つ
ミ
¢
訂
×
窃
亭
Ｈ
冒
嘗
肩
毫
胃
碧
０
９
巨
巨
寧
Ｈ
竃
ト
り
Ｐ
Ｓ
ｌ
轟
・



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

割
賦
販
売
の
会
計
実
務
に
さ
て
は
、
割
賦
基
準
と
販
売
基
準
と
の
い
づ
れ
か
の
選
択
空
認
め
て
い
る
税
法
の
規
定
が
特
に
重
要

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
つ
ぎ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
窺
定
が
実
務
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
、
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

具
体
的
奏
態
を
示
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
こ
の
場
合
、
も
つ
と
事
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
こ
の
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可

能
で
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
問
接
的
に
、
実
務
に
さ
て
、
割
賦
基
準
と
販
売
基
準
の
選
択
適
用
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
・

会
計
手
続
、
企
業
の
資
金
繰
り
圭
び
納
税
額
の
三
つ
茎
げ
、
え
婁
そ
れ
ぞ
れ
の
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
・

李
、
会
計
手
続
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
間
題
は
、
販
売
基
準
に
麦
会
計
方
法
を
選
択
し
た
麦
一
間
票
き
が
・
割
賦

基
準
に
よ
る
会
計
方
法
を
選
択
し
た
場
合
、
会
計
実
務
に
ま
て
は
、
す
こ
書
複
讐
会
計
手
続
菱
す
套
と
隻
る
・
そ
の

た
め
実
務
で
は
、
「
涌
目
的
と
し
て
利
益
を
報
告
す
る
た
め
に
割
賦
基
準
を
利
用
す
る
場
合
に
帳
簿
で
は
割
賦
基
準
に
も
き

て
記
帳
す
る
必
要
が
き
一
と
い
う
規
定
を
利
用
し
、
財
務
目
的
と
し
て
は
販
売
基
準
に
古
、
税
務
目
的
と
し
て
は
割
賦
基
準
に

よ
る
方
法
が
ア
メ
リ
ヵ
で
は
相
当
以
前
吉
利
用
さ
れ
て
註
・

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
簡
単
に
さ
れ
た
方
法
に
車
は
り
限
界
が
あ
る
。
ヵ
－
ル
ソ
ソ
、
フ
一
ー
ク
ナ
ー
一
プ
リ
ヶ
一
ト
は
・
つ
ぎ

の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。

　
　
「
割
賦
方
法
一
割
賦
輩
に
よ
る
会
計
方
法
－
桑
原
一
は
、
農
さ
れ
た
商
品
に
た
い
す
る
記
録
圭
び
商
一
票
回
収
さ
茎
い
場

合
、
特
に
販
売
章
期
の
会
計
年
度
に
行
わ
れ
た
時
に
発
生
す
る
損
失
に
た
い
し
て
は
・
む
し
ろ
複
雑
な
記
録
を
要
す
る
た
め
に

　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
割
賦
聚
の
器
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
一
桑
原
一
　
　
一
四
七
一
七
。
九
一

■



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
　
（
七
一
〇
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）

　
　
有
利
で
奮
「
こ
の
を
睾
均
に
小
企
業
は
通
常
、
割
賦
売
上
を
普
通
の
売
上
勘
定
に
貸
方
記
入
し
、
通
常
の
方
蒼
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
っ
て
損
益
を
決
定
し
て
い
る
」
。

以
上
に
よ
一
て
習
窪
如
く
・
形
式
上
・
割
賦
基
準
と
販
売
基
準
と
の
選
択
適
用
が
税
潅
よ
つ
て
認
め
完
、
あ
ら
ゆ
る
企

業
隻
の
恩
典
が
．
与
え
完
て
い
る
に
嘉
享
、
実
際
間
題
と
し
て
割
賦
基
準
宝
る
会
計
方
法
が
複
雑
享
続
を
要
す
る
た
め

に
・
小
企
業
は
一
お
そ
く
ら
・
零
細
企
業
と
思
わ
れ
る
が
一
全
く
、
そ
の
よ
う
な
恩
典
と
は
関
係
な
し
に
、
通
常
の
方
法
す
奪
姦
売

基
準
に
よ
る
会
計
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
前
述
の
選
択
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
、
企
業
の
財
務
上
の
間
題
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
・
「
割
賦
販
売
法
一
割
賦
蓬
よ
る
会
計
方
法
の
こ
と
、
－
桑
原
一
の
麦
有
利
性
は
利
益
薔
収
荒
る
ま
で
は
税

金
の
支
払
い
を
し
な
く
と
圭
い
と
い
う
こ
と
で
あ
も
と
い
荒
る
よ
正
会
計
実
務
で
割
賦
基
準
が
利
用
さ
れ
る
と
税
金

の
繰
延
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
企
業
の
財
務
上
の
間
題
と
し
て
は
、
特
に
重
要
で
あ
る
。

「
実
際
・
こ
の
考
萎
柄
は
・
納
薯
の
多
く
が
、
税
率
が
高
ぺ
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
利
益
が
増
加
す
る
時
に
は
、
多
額

の
税
が
課
税
さ
れ
る
言
し
れ
き
と
い
う
事
実
が
あ
る
に
島
ら
ず
、
何
故
こ
の
方
法
一
割
賦
基
準
に
よ
る
方
法
、
桑
原
一
藁
用

す
る
か
と
い
う
理
由
で
あ
雪
と
云
荒
て
い
る
。
こ
と
は
、
か
か
る
企
業
を
念
頭
隻
い
て
考
え
を
の
で
奮
う
。

こ
の
考
に
納
税
額
の
面
よ
り
見
れ
ば
当
然
不
－
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
蓄
つ
て
い
て
も
、
企
業
の
財
務
上
の
都
合
に
よ
つ
て
、

実
際
間
題
と
し
て
は
・
割
賦
基
準
に
よ
る
会
計
方
法
を
選
択
す
る
と
い
う
企
業
奪
在
す
る
こ
と
竈
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
星

企
業
の
範
囲
に
つ
い
て
二
応
考
着
れ
る
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
会
計
手
続
の
複
雑
性
に
よ
り
割
賦
基
準
の
選
択
適
用
が
不

可
能
で
あ
る
零
細
企
業
以
外
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
大
体
に
書
て
、
所
得
税
の
支
払
票
企
業
の
財
務
面
に
対
し
重
大



な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
企
業
が
こ
れ
ら
の
う
ち
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
ひ

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
キ
ソ
メ
ル
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
研
究
の
結
果
よ
り
類
推
し
て
中
小
規
模
の
企
業
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来

る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
「
自
己
資
金
に
よ
っ
て
拡
張
を
意
図
す
る
中
小
規
模
の
事
業
は
法
人
所
得
税
に
よ
り
重
大
な
影
響
を
受
け
る
。
こ
の
種
の
会
杜

　
の
大
部
分
は
、
中
小
資
本
市
場
な
い
し
は
そ
の
他
外
部
の
資
金
源
泉
に
結
び
つ
き
を
も
た
な
い
。
多
く
の
場
合
に
そ
の
拡
張
は
留

　
保
さ
れ
た
自
己
資
金
に
限
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
上
過
重
な
租
税
が
課
せ
ら
れ
る
努
合
は
、
外
部
資
本
を
吸
引
す
る
に
充
分
な
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
模
に
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
」
。

　
　
な
お
、
割
賦
貸
権
を
処
分
す
る
企
業
は
、
割
賦
基
準
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
先
に
述
べ
た
が
、
企
業
が
割
賦
債
権
を
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
引
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
は
、
や
は
り
充
分
な
資
本
が
な
い
た
め
で
あ
っ
て
、
広
い
意
味
で
は
、
企
業
の
財
務
上
の
理
由
に

　
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
企
業
は
い
づ
れ
も
中
小
規
模
の
企
業
に
属
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
最
後
に
、
割
賦
基
準
に
販
売
基
準
の
選
択
を
規
定
す
ポ
要
因
と
し
て
、
納
税
額
の
間
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
・

　
前
述
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
こ
の
要
因
に
よ
っ
て
選
択
を
行
う
企
業
は
、
零
細
企
業
お
よ
び
中
小
企
業
以
外
の
大
企
業
で

　
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
、
大
企
業
に
お
け
る
税
務
計
算
は
、
　
「
発
生
主
義
に
よ
る
純
利
益
が
、
割
賦
基
準
に
よ
る
純
利
益
を
超

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

え
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
支
払
い
は
少
い
方
の
金
額
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
一
期
間
の
み
の
税
額
を
考
え
る
の
で
は
な
く
し

て
、
相
当
長
期
に
わ
た
る
納
税
額
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
云
え
ば
、
将
来
の
年
度
に
よ
り
少
い
利
益

　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
（
七
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
（
七
一
二
）

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
割
賦
基
準
の
利
用
が
有
利
で
あ
り
、
の
ち
の
年
度
に
非
常
に
高
い
税
額
と
な
る
場
合
に
は
、
割
賦
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

の
利
用
は
不
利
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
所
得
税
が
累
進
税
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
利
益
を
平
準
化
す

る
こ
と
が
全
体
と
し
て
、
納
税
額
を
少
く
す
る
と
い
う
効
果
を
も
つ
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
。
る
。

　
所
得
税
の
税
額
を
規
定
す
る
も
の
は
、
売
上
利
益
と
税
率
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
割
賦
基
準
と
販
売
基
準
の
選
択
適
用
に

あ
た
っ
て
は
、
両
者
の
変
化
は
す
こ
ぶ
る
重
要
で
あ
る
。

　
い
ま
か
り
に
、
税
率
を
一
定
と
し
て
、
売
上
利
益
率
を
一
定
と
し
、
さ
ら
に
代
金
の
回
収
率
を
一
定
と
す
る
場
合
に
は
、

　
　
「
割
賦
方
法
（
割
賦
基
準
－
桑
原
）
は
、
割
賦
売
上
高
が
毎
年
全
く
一
定
で
あ
る
時
に
は
、
普
通
の
方
法
（
販
売
基
準
－
桑
原
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
よ
る
利
益
の
報
告
以
上
に
少
し
か
ま
た
は
何
ら
の
利
益
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
ぺ
ー
ト
ソ
の
云
う
よ
う
に
、

　
　
「
…
…
も
し
も
、
割
賦
販
売
の
分
量
が
激
し
く
変
動
せ
ず
代
金
回
収
の
期
間
が
二
年
以
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
…
現
金
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

　
（
皿
割
賦
基
準
－
桑
原
）
は
、
そ
の
有
利
性
が
疑
わ
し
い
」
こ
と
は
一
応
理
解
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
「
割
賦
販
売
契
約
を
行
っ
た
金
額
が
、
数
年
度
問
に
ひ
ど
く
異
っ
て
お
り
、
代
金
の
回
収
の
条
件
が
数
年
で
あ
る
場
合
に
は
、

　
（
正
し
く
は
・
紀
賦
販
売
契
約
が
漸
次
増
加
し
て
お
り
、
回
収
期
問
が
長
い
時
に
は
１
桑
原
）
特
別
な
処
理
（
佃
割
賦
基
準
に
よ
る
会
計
－
桑
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

　
を
行
う
こ
と
は
、
所
得
税
に
関
し
て
は
、
企
業
侭
と
っ
て
、
よ
り
有
利
な
状
態
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
云
え
る
。
し
か
し
、
実
際

　
に
は
前
述
の
よ
う
な
仮
定
が
存
在
し
な
い
た
め
事
態
は
よ
り
複
雑
と
な
る
。

　
つ
ぎ
に
、
税
率
の
み
が
変
化
す
る
場
合
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
ム
ー
ニ
ツ
ッ
・
ス
テ
エ
リ
ソ
グ
は
、
税
率
の
変
化
す
る
場
合
に

つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。

　
　
「
（
割
賦
基
準
に
ょ
ば
れ
ば
１
桑
原
）
税
金
は
割
賦
金
同
収
へ
年
度
に
お
け
る
税
率
で
計
算
さ
れ
、
販
売
さ
れ
た
年
度
に
お
け
る



　
税
率
で
計
算
さ
れ
な
い
た
め
に
、
い
づ
れ
の
方
法
（
割
賦
基
準
と
販
売
基
準
－
桑
原
）
が
結
果
に
お
い
て
、
数
年
度
に
わ
た
る
税
金
の

　
合
計
を
低
く
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
も
し
も
税
率
が
一
定
の
場
合
に
は
、
納
税
額
合
計
は

　
い
づ
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
も
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
税
率
が
低
下
す
る
場
合
に
は
、
割
賦
基
準
に
よ
る
と
与
え
ら
れ
た
販
売
量
に

　
お
い
て
は
、
よ
り
低
い
税
額
と
な
り
、
税
率
が
高
く
な
る
場
合
に
は
、
　
割
賦
基
準
に
よ
る
方
が
普
通
の
発
生
主
義
（
販
売
基
準
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
こ
と
ー
桑
原
）
に
よ
る
場
合
よ
り
も
多
く
の
税
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
」
。

　
し
た
が
っ
て
、
企
業
に
と
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

　
　
「
税
率
が
低
下
傾
向
と
な
る
年
度
で
は
、
繰
延
基
準
（
割
賦
基
準
の
こ
と
ー
桑
原
）
に
も
と
づ
い
て
利
益
を
報
告
す
る
方
が
よ
い
」
。

と
云
う
こ
と
に
な
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、

　
　
「
割
賦
基
準
は
所
得
税
に
対
す
る
考
慮
と
の
問
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
た
め
に
、
個
友
の
会
杜
が
割
賦
基
準
を
選
択
す
る
に

　
あ
た
っ
て
は
、
内
国
歳
入
局
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
ら
を
正
確
に
知
る
た
め
、
ご
く
最
近
の
所
得
税
の
規
則
を
検
討
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

　
ち
に
行
う
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
は
当
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
割
賦
基
準
と
販
売
基
準
の
選
択
適
用
を
規
定
す
る
よ
り
少
い
納
税
額
の
決
定
は
、
長
期
的
に
売

上
利
益
の
傾
向
と
税
率
の
傾
向
の
両
者
を
検
討
し
た
の
ち
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
１
）
　
〇
一
ｃ
〇
一
雪
豪
一
弓
ざ
庁
ミ
乙
・
◎
｛
～
ｏ
ｏ
昌
目
弐
長
四
■
ｑ
９
量
暮
旺
Ｈ
。
・
訂
ａ
昌
彗
亘
Ｈ
竃
“
Ｐ
一
竃
一

　
　
　
（
新
内
国
歳
入
法
第
四
四
六
条
側
お
よ
び
ｏ
オ
、
旧
内
国
歳
入
法
四
一
条
）

（
２
）
　
こ
の
事
実
は
、
た
と
え
ば
、
っ
ぎ
の
著
書
に
み
ら
れ
る
。

　
　
　
勺
一
尋
一
『
巨
庁
異
３
目
一
幸
ｇ
昌
算
昌
胴
｛
ｇ
乙
ｏ
昌
旦
目
ｏ
・
一
Ｈ
竃
冷
ｏ
ｐ
お
Ｉ
ｍ
◎
一

　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
註
原
）
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
七
一
三
）



（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
（
七
一
四
）

肉
．
声
竃
旨
冨
◎
旨
胃
コ
幸
■
亀
け
－
長
一
亭
８
昌
”
邑
肩
碧
葦
ｏ
Ｈ
置
９
〇
一
仁
◎
。
◎
．

　
事
ト
．
『
～
け
◎
■
陣
尋
．
幸
．
『
四
け
◎
■
．
］
、
『
．
…
Ｏ
◎
Ｏ
◎
ｈ
”
｛
◎
■
凹
ｏ
ｏ
◎
■
■
け
吻
”
■
｛
吻
一
凹
一
¢
昌
Ｉ
ｏ
目
一
〇
〇
Ｕ
Ｈ
０
岬
９
ｂ
り
．
Ｎ
◎
◎
ｏ
◎
ｌ
ｏ
．

　
こ
の
方
法
に
よ
る
具
体
的
な
手
続
に
っ
い
て
は
っ
ぎ
の
著
書
が
詳
し
い
。

　
幸
一
尋
一
｝
◎
－
旨
霧
印
宛
一
幸
一
旨
９
ｏ
二
Ｈ
ま
ｇ
昌
¢
亀
ｇ
¢
碧
８
■
鼻
巨
ｏ
ｑ
一
ｈ
９
、
－
ｏ
ｏ
¢
｛
ｏ
ｐ
－
－
竃
卜
弓
〇
一
昌
り
ー
ト
Ｎ
Ｈ
一

　
『
．
幸
．
Ｏ
～
『
－
ｏ
ｏ
◎
目
Ｕ
｝
．
■
．
司
◎
『
斤
■
『
．
俸
幸
．
－
．
『
ユ
ｏ
斥
¢
暮
”
巳
Ｕ
－
Ｐ
．
．
Ｏ
．
ｏ
ｏ
］
．
Ｎ
．

　
－
■
一
｝
ｇ
０
９
｝
旨
胃
亭
巨
－
ｐ
蜆
ｏ
◎
一

　
－
－
一
巾
ｇ
ｏ
ｑ
｝
昌
胃
二
暫
ｇ
勺
一
８
一

　
■
一
｝
一
５
昌
冒
９
一
弓
｝
き
ｏ
・
”
■
｛
ｏ
ｏ
昌
◎
昌
ざ
ざ
８
算
尋
窮
一
畠
閉
◎
一
（
大
原
氏
訳
三
〇
四
頁
）

　
中
小
企
業
の
税
の
負
担
が
大
ぎ
い
と
い
う
こ
と
は
そ
ル
ガ
ソ
に
よ
る
次
の
指
摘
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
「
あ
る
一
定
率
の
所
得
税
お
よ
び
超
過
利
得
税
は
、
小
会
杜
の
投
資
を
大
会
杜
の
投
資
よ
り
以
上
に
阻
害
す
る
傾
き
が
あ
る
。
大
企
業
は
、

投
資
が
思
わ
し
く
い
か
な
い
と
ぎ
に
は
、
そ
の
損
失
を
、
事
業
の
ほ
か
の
部
分
で
得
ら
れ
た
利
潤
と
差
引
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
租
税
総
額
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
か
。
小
企
業
に
は
、
こ
れ
の
で
き
る
可
能
性
が
少
た
い
。
」

　
（
↓
一
罵
◎
長
竃
一
巨
８
昌
Ｏ
竃
Ｐ
向
昌
笹
毫
昌
彗
ご
宕
Ｓ
一
熊
谷
・
渡
辺
氏
共
訳
二
九
一
頁
）

　
司
．
幸
．
Ｏ
阿
二
の
◎
目
℃
｝
．
■
．
｝
◎
斤
■
ｏ
グ
幸
．
■
．
勺
｛
ｏ
斤
ｏ
暮
“
－
げ
一
｛
－
Ｏ
．
ｏ
ｏ
－
べ
．

　
割
賦
債
権
の
処
分
は
普
通
、
販
売
金
融
会
杜
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ト
一
オ
一
｝
◎
－
昌
霧
俸
甲
歩
一
竃
乱
ｇ
二
一
Ｕ
昌
一
一
ｐ
§
Ｈ
一

　
こ
の
点
に
っ
い
て
の
よ
り
詳
細
な
考
察
は
っ
ぎ
の
著
書
に
み
ら
れ
る
。

　
－
一
穴
一
－
蕩
。
・
〇
二
｝
～
目
争
◎
◎
吋
◎
｛
＄
Ｒ
碧
８
目
鼻
巨
胴
旨
¢
亭
◎
９
Ｈ
旨
ポ
ｏ
〇
一
〇
－
べ
一

　
Ｑ
・
Ｏ
・
峯
｝
さ
雲
墨
冒
鼠
－
き
ｏ
◎
ｑ
目
饒
長
　
（
木
村
氏
訳
二
六
〇
頁
）



（
ｎ
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

勺
．
ト
．
Ｏ
｝
Ｈ
－
ｏ
ｏ
◎
Ｈ
ｒ
旨
．
ド
．
｝
◎
Ｈ
吋
■
¢
ｈ
陣
ト
．
Ｈ
ド
勺
ｈ
－
ｏ
斤
¢
暮
“
－
げ
－
｛
．
，
Ｐ
◎
“
Ｈ
ド

オ
一
芦
『
黒
Ｓ
一
向
Ｏ
り
乙
Ｏ
彗
け
宣
デ
◎
｛
凹
８
；
巨
ま
０
ｑ
一
Ｈ
８
０
０
一
Ｐ
８
Ｈ
一

幸
一
声
『
黒
冒
二
匡
ｐ
一
り
一
８
－
一

峯
．
く
◎
◎
■
－
旨
俸
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｃ
ｏ
け
則
巴
］
旨
■
帽
“
亭
－
Ｐ
－
Ｐ
Ｎ
ｃ
ｏ
ｏ
．

－
声
盲
ｏ
雰
◎
〕
二
一
Ｕ
己
一
一
〇
一
お
伽
一

く
．
く
◎
◎
邑
Ｓ
印
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｃ
〇
一
｝
¢
－
－
■
胴
“
亭
－
ｑ
．
－
ｏ
．
Ｎ
０
０
◎
．

　
以
上
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
に
つ
い
て
割
賦
基
準
と
販
売
基
準
の
選
択
適
用
に

お
け
る
会
計
実
務
を
あ
る
程
度
ま
で
推
測
し
う
る
よ
う
な
諾
要
因
と
し
て
、
会
計
手
続
、
企
業
の
財
務
上
の
間
題
お
よ
び
納
税
額
に

つ
い
て
考
察
し
て
来
た
。
そ
の
結
果
、
前
述
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
零
細
企
業
に
お
い
て
は
主
と
し
て
会
計
手
続
の
間
題
が
、
中

小
規
模
の
企
業
に
お
い
て
は
企
業
の
財
務
上
の
間
題
が
、
大
規
模
の
企
業
に
お
い
て
は
納
税
額
の
間
題
が
、
主
要
な
る
要
因
１
と
し
て

作
用
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
勿
論
、
こ
の
こ
と
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
従
属
的
な
要
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
要
因
が
主
要
な
る
要
因
と
な
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
て
、
二
兀
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま

で
も
な
い
。

　
以
下
、
本
稿
の
課
題
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
五
〇
年
前
後
の
ア
メ
リ
ヵ
の
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し

よ
う
。

　
　
　
ア
メ
リ
ヵ
に
お
げ
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
一
五
三
　
（
七
一
五
）



　
　
　
立
命
館
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済
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一
五
四
　
（
七
一
六
）

　
ま
ず
、
前
述
の
選
択
適
用
を
規
定
す
る
要
因
で
あ
る
会
計
手
続
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
会
計
技
術
の
改
善
と
事
務

労
働
の
軽
減
な
い
し
は
そ
の
費
用
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
企
業

な
ら
と
も
か
く
、
零
細
企
業
に
あ
っ
て
は
、
会
計
技
術
が
改
善
さ
れ
る
余
地
は
殆
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
立
入
っ
た
検
討
は
、
必
要
が
な
い
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
選
択
適
用
を
規
定
す
る
要
因
で
あ
る
資
金
繰
り
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
題
は
、
前
述

の
よ
う
に
税
金
の
負
担
額
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
た
め
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
会
杜
税

の
推
移
を
見
る
と
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
左
の
表
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
ヵ
会
計
学
会
が
割
賦
基
準
を
支
持
し
て
い
た
一
九
四
八
年
に
は
税
の
負
担
額
は
、
の
ち
の
年
度
に
く

ら
べ
る
と
多
く
な
い
が
、
販
売
基
準
へ
と
転
化
し
た
一
九
五
〇
年
を
境
に
し
て
税
の
負
担
額
が
著
し
く
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
と
こ
ろ
が
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
税
の
負
担
額
の
増
大
は
、
中
小
規
模
の
企
業
に
に
対
し
て
は
、
無
理
や
り
に
割

賦
基
準
の
選
択
を
強
制
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
中
小
規
模
の
企
業
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
は
、
一
九
五
〇

年
を
境
に
し
て
、
販
売
基
準
よ
り
割
賦
基
準
を
選
択
す
る
と
い
う
煩
向
が
み
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
っ
ま
り
、
一
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ｃ
＆
　
　
　
○
年
の
朝
鮮
動
乱
に
よ
っ
て
、
税
の
負
担
が
増
大
し
、
そ
れ
が
、
と
り

税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
９
５

杜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
１
　
　
　
わ
け
中
小
企
業
に
お
い
て
著
し
か
っ
た
結
果
、
選
択
適
用
に
あ
た
っ
て

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
Ｇ

加
　
　
　
　
　
　
賦
肌
は
、
中
小
企
業
に
対
し
、
大
き
く
作
用
し
た
も
の
と
考
え
完
る
。
と

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
ｍ
４

メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則
皿
　
　
同
時
に
、
そ
の
範
囲
に
於
い
て
も
、
比
較
的
大
き
な
企
業
に
ま
で
も
及

ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
削

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

レ

■

ノ

額

ド億
７
２
６
９
４
４
６
３
３
５

９
０
１
０
４
１
１
８
１
１

金

１
１
１
１
２
２
１
２
２
■

度

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

４
４
４
５
５
５
５
５
５
５

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

年

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

’



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
以
上
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
中
小
企
業
の
割
賦
販
売
に
お
け
る
会
計
実
務
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
ア
メ
リ
ヵ
会
計
学
会
に
お

け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
は
一
致
せ
ず
全
く
逆
な
動
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
納
税
額
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
納
税
額
に
つ
い
て
は
、
前
述
に
従
っ
て
、
割
賦
売
上
利
益
の
推
移
と
、
税
率
の
推
移
の

二
つ
の
面
よ
り
考
察
す
る
こ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ま
ず
割
賦
売
上
利
益
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
推
移
を
示
す
こ
と
は
、
実
質
的
に
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
か

わ
り
に
、
売
上
利
益
率
を
一
定
と
し
て
（
実
際
に
は
競
争
の
激
化
に
ょ
っ
て
、
利
益
率
は
傾
向
的
に
は
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
）
割

賦
売
上
の
傾
向
を
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
表
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
五
二
年
以
後
は
、
数
字
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
小
売
上
高
の
み
を
示

し
た
。

　
こ
の
表
を
検
討
す
る
場
合
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
一
九
四
七
年
ま
で
連
邦
準
備
制
度
の
賦
払
信
用
統
制
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
ま
で
激
増
の
傾
向
に
あ
っ
た
割
賦
販
売
高
が
、
一
九
五
〇
年
以
後
に
於
い
て
も
、
そ
の
よ
う

な
増
加
の
傾
向
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
朝
鮮
動
乱
と
軍
拡
競
争
に
よ
る
小
売
販
売
量
の
伸
び
な
や
み
と
耐
久
消
費

捕
　
　
　
　
　
軌
汰
財
の
生
産
の
低
下
か
ら
類
推
し
て
、
一
九
五
。
年
以
後
の
割
賦
売
上
高

売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冊
皿
Ａ
川
　
は
、
停
滞
な
い
し
は
、
減
少
の
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砒
み
．
１
Ｃ
よ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
。
９
５
ｍ
４
・
　
　
以
上
の
結
果
、
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
で
は
、
納
税
額
を
少
く
す
る

げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ
１
ｍ
１
９

帥
　
　
　
　
　
　
鴛
軌
た
め
に
、
割
賦
売
上
の
漸
増
し
て
い
る
一
九
五
〇
年
ま
で
は
、
販
売
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
Ｊ
　
　
９

け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胎
叫
〃
い
　
準
よ
り
も
む
し
ろ
割
賦
基
準
が
選
択
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一

メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
餉
お
ｍ

ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僻
－
　
　
　
九
五
〇
年
以
後
に
つ
い
て
は
、
仲
び
な
や
み
の
状
態
に
あ
る
の
で
明
確

　
　
　
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
一
五
五
　
（
七
一
七
）

率

％

●

●

●

４
５
８
９
１
３
２
ａ

ａ

ａ

比

１
上
１
↓
１
■

●

●

●

ｎ

ｎ

ｎ

ｉ
ｌ

賦
高

レノ

●

●

●

割
売

ド
０
２
２
６
８
３
３
ａ

ａ

ａ

置
３
５
９
ｕ
１
４
１
８
１
７

●

●

●

内
販

ｎ

ｎ

ｎ

レ

額金
～
８
０
２
５
９
６
０
５
０
７
３
７
６
５
２
４
９
１
虹
億
７
１
０
ｕ
１
３
１
３
１
４
１
５
１
６
１
６
１
６

次

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

４
４
４

４
４
５
５
５
５
５

年

Ｏ
）
０
）
０
）
０
）
Ｏ
リ

ｏ
）
９
ｏ
）
ｏ
Ｊ
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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移推の）人法（率税得所るげおにカリメアの後戦

年

％

５
４
後

０

Ｏ

Ｏ

２

２

３

３

３

５

５

１
９
以

　
年
後
税
＠
以
課
度
年
－
年

％

０

Ｏ

Ｏ

２

２

３

３

３

５

５

５
５
１
年

％
３
丁
３
て
３
丁
３
丁
且
４

９

８

８

８

０

Ｏ

１
１
９
暦

２

２

２

５

５

年

％

税
０
Ｄ

５

５

５

７

７

年

２

２

２

４

４

Ｏ

課
度

１

９
５
年

％

１
５
０
年

３

３

３

２

２

２

２

２

４

４

１
９
暦

年

％

４
６
後

１

３

５

３

８

２

２

２

５

３

１
９
以年

％

４
６
前

５

７

９

３

０

２

２

２

５

４

１
９
以

得所税課

ぶ
紅
〃

２

２

５

第
頁
　
　
６

「
９
　
年

稿
４
　
５
１

壮
岬

戸
６
　
　
（

び
学

よ
法
　
度

お
税
　
年

　
　
　
税

汎
剛
　
課

一
発
　
る

”
の
　
維
。

５
８
制
　
女
度

１
９
税
　
に
年

ら
カ
　
後
税

鴛
栽

ｍ
ア
　
　
ー
ま

幻
の
　
月
始

ｃ
後
　
７
に

血
以
・
年
後

。
戦
製
５
０
以

舳
大
作
川
日

Ｅ
次
り
¢
１

　
二
よ
　
　
月

１
）
　
　
　
２
）

註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
　
（
七
一
八
）

に
さ
れ
な
い
が
、
割
賦
売
上
利
益
率
が
低
下
し
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
、

一
九
五
〇
年
以
前
と
は
逆
に
販
売
基
準
が
選
択
さ
れ
た
可
能
性
が
多
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
他
方
、
税
率
の
推
移
は
上
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
よ
る
と
、
若
干
の
例
外
を
除
き
、
一
九
四
六
年
よ
り
一
九
五

〇
年
ま
で
が
最
低
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
以
後
は
、
税
率
が
増
加
傾
向
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
納
税
額
を
少
く
す
る
と

い
う
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
で
は
、
一
九
五
〇
年
以

前
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
九
五
〇
年
以
後
は
販
売
基
準
が
選
択
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
割
賦
売
上
の
推
移
と
、
税
率
の
推
移
と
を
総
合
し
て
考

察
す
る
と
、
割
賦
販
売
の
大
企
業
に
お
け
る
会
計
実
務
は
、
一
九
五
〇
年

ま
で
は
、
割
賦
基
準
が
、
一
九
五
〇
年
以
後
は
販
売
基
準
が
選
択
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
本
稿
の
最
初
に
、
ア
メ
リ
ヵ
会
計
学
会
の
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
が
、
一
九
五
〇
年
を
境
に
し
て
、
割

賦
基
準
よ
り
販
売
基
準
へ
と
転
化
し
た
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
会
計
理
論
が
会
計
実
務
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
が
、
前
述
に
よ
．
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
会
計
理
論
の
発
展
が
、
会
計
実
務
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
企
業
と
し

○
，

・



て
は
・
大
企
業
の
そ
れ
に
し
か
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
。
し
か
も
、
租
税
負
担
額
の
傾
向
的
な
増
大
と
、

企
業
の
財
務
事
情
の
悪
化
傾
向
は
、
た
え
ず
大
企
業
の
う
ち
で
も
比
較
的
規
模
の
少
さ
い
企
業
に
対
し
て
納
税
額
節
約
の
た
め
の
選

択
を
不
可
能
と
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
、
そ
し
て
、
か
か
る
企
業
は
、
む
し
ろ
、
企
業
の
財
務
上
の
都
合
に
・
よ
つ

て
否
応
な
し
に
割
賦
基
準
を
選
択
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
た
め
に
、
納
税
額
節
約
の
た
め
の
選
択
は
ま
す
ま
す
、
少
数
の
大
企
業
の

会
計
実
務
に
１
し
か
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
か
く
し
て
・
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
会
計
学
会
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
発
展
は
、
そ
の
ま
ま
、
実
質
的
に
は
、

大
企
業
の
み
に
許
さ
れ
た
所
得
の
か
浄
鮒
な
操
作
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
一
連
の
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
を
合
理
化
し
て
い

る
も
の
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論
の
１
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎
（
桑
原
）

一
五
七
　
（
七
一
九
）




